
受診者数

19歳以下 701 682 (97.3) 16 (2.3) 3 (0.4)

20～24歳 3,623 3,515 (97.0) 85 (2.3) 23 (0.6)

25～29歳 4,217 4,005 (95.0) 196 (4.6) 16 (0.4)

30～34歳 4,117 3,871 (94.0) 225 (5.5) 21 (0.5)

35～39歳 3,992 3,684 (92.3) 281 (7.0) 27 (0.7)

男 40～44歳 3,888 3,436 (88.4) 410 (10.5) 42 (1.1)

45～49歳 4,206 3,572 (84.9) 586 (13.9) 48 (1.1)

50～54歳 4,300 3,517 (81.8) 715 (16.6) 68 (1.6)

55～59歳 3,924 3,108 (79.2) 734 (18.7) 82 (2.1)

60歳以上 6,001 4,046 (67.4) 1,640 (27.3) 315 (5.2)

計 38,969 33,436 (85.8) 4,888 (12.5) 645 (1.7)

19歳以下 524 512 (97.7) 8 (1.5) 4 (0.8)

20～24歳 2,717 2,610 (96.1) 99 (3.6) 8 (0.3)

25～29歳 3,019 2,905 (96.2) 105 (3.5) 9 (0.3)

30～34歳 2,477 2,369 (95.6) 95 (3.8) 13 (0.5)

35～39歳 2,609 2,447 (93.8) 150 (5.7) 12 (0.5)

女 40～44歳 2,857 2,629 (92.0) 211 (7.4) 17 (0.6)

45～49歳 3,617 3,262 (90.2) 319 (8.8) 36 (1.0)

50～54歳 3,572 3,114 (87.2) 414 (11.6) 44 (1.2)

55～59歳 3,232 2,613 (80.8) 553 (17.1) 66 (2.0)

60歳以上 4,489 2,964 (66.0) 1,290 (28.7) 235 (5.2)

計 29,113 25,425 (87.3) 3,244 (11.1) 444 (1.5)

68,082 58,861 (86.5) 8,132 (11.9) 1,089 (1.6)

異常認めず(％) 精 検 不 要(％) 要  精  検(％)

総　　数

2 実施状況

　胸部エックス線デジタル撮影による背腹1方向撮影

　呼吸器の専門医が二重読影を行い判定した。

　なお、二重読影は第一、第二読影を独立して行った。

1 概　　要

1] 検査方法

6 結　核　検　診

2] 判定方法

表1 性・年齢階級別判定内訳

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

受 診 者 数 66,839 63,245 68,514 68,401 68,082

要 精 検 率 （％） 1.6 1.9 1.6 1.3 1.6

【年次推移】

表1 赤痢菌、サルモネラ属菌(チフス菌・パラチフスＡ菌を含む)検査実施状況

1,339 83,421 2 8 8 3 2 2

409 43,151 0 5 2 4 0 0

2 13 10 7 2 2

0 (0.00)

0 (0.00)

0 (0.00)1,748 126,572

25 (0.03)

11 (0.03)

36 (0.03)

0

0

0

陽性者数(％) 赤痢菌
サルモネラ属菌群

総  　　　　数

腸管出血性大腸菌

陽性者数(％)Ｏ8

学校給食従事者

Ｏ4 Ｏ7 16Ｏ9Ｏ01,3Ｏ

食 品 取 扱 者

団体数 受検者数

平成30年度　 令和元年度　 令和2年度　 令和3年度　 令和4年度

142,596 　 　138,849　 　129,980　 　131,465　 　126,572赤痢菌・サルモネラ属菌 受検者数

受検者数腸 管 出 血 性 大 腸 菌 106,766  　　105,931　 　129,980　 　131,465　 　126,572

　食中毒発生の未然防止を目的として、赤痢菌、サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌の保

菌者検索を行った。

　対象者は、食品取扱者、集団生活者（幼児・施設入所者）、学校給食従事者等

7 腸内細菌検査  

1 概　　要

1] 目　　的

　検体はキャリーブレア輸送培地に採取し、赤痢菌、サルモネラ属菌、腸管出血性大腸

菌由来の遺伝子を3菌種同時にスクリーニングする検査法（マルチプレックスPCR法）で

検査を行い、疑陽性となった検体に対して培養法を行った。

2] 対　　象

3] 検査方法

(1) PCRスクリーニング検査

・分離培養はＳＳ培地を使用した。

・確認培養は、ＴＳＩ培地・ＬＩＭ培地・シモンズの酢酸塩クエン酸塩培地・ＶＰ培地

　を使用し、生化学的性状を確認した。

(2) 赤痢菌検査

・分離培養はＳＳ培地を使用した。

・確認培養は、ＴＳＩ培地・ＬＩＭ培地・クロモアガーサルモネラ培地・シモンズのク

　エン酸塩培地・ＶＰ培地を使用し、生化学的性状を確認した。

・生化学的性状が一致したものはサルモネラ免疫血清を用い、Ｏ抗原の同定検査を実施

　した。

(3) サルモネラ属菌検査

・分離培養はクロモアガーＳＴＥＣ培地を使用した。

・確認培養は、ＴＳＩ培地・ＬＩＭ培地・ＣＬＩＧ培地・クロモアガーＯ157培地・シモ

　ンズのクエン酸塩培地・ＶＰ培地を使用した。

・生化学的性状が一致したものは、病原大腸菌免疫血清を用いて同定検査を実施した。

　また、同時にベロ毒素産生能検査を実施した。

(4) 腸管出血性大腸菌検査

2 実施状況

【年次推移】
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